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Pru p 3が報告されていたが、日本ではPru p 3陰性例が多かった。近年、Pru p 7が報告












ムによりnPru p 3、nPru p 7を純化し、nPru p 3、nPru p 7をenzyme-linked immunosorbent 
assay （ELISA）で測定した。純化したPru p 7の抽出RNAを基にしてcDNAを合成後、大
腸菌、酵母を使用してベクターへクローニングし、rPru p 7 （E. coliで作成したPru p 7: 
erPru p 7、酵母菌で作成したPru p 7: prPru p 7）を作成しnPru p 7と比較した。
【結果】
　果物アレルギー患者84例中、モモアレルギーと確定診断された患者は27人であった。こ
のうち、全身症状群は17人であり、Pru p 7陽性率は52%であった。nPru p 7 と prPru p 
7の陽性率に有意差は認められなかったがerPru p 7はnPru p 7、prPru p 7に比して陽性
率が低く有意差を認めた （P < 0.05）。
【考察】
　Pru p 3陽性者は全身症状群の１名のみで過去の報告と同様であった。nPru p 7に対す
るIgE値は全身症状群で有意に高く過去の報告と同様であった。prPru p 7はnPru p 7と同
等の反応性があることがELISAで証明された。過去の報告でPru p 3でも酵母で作成され
たリコンビナント抗原が有用であるとする結果が報告されている。prPru p 7がerPru p 7
に比べ反応性がよいのは、IgE結合にはPru p 7の立体構造が重要であると考えられてお
り、erPru p 7が発現細胞破砕に伴い抗原性が低下するのに対し、prPru p 7は分泌タンパ
クとして立体構造を保つことができるためと考えられる。
【結語】





群ではPru p 3陰性例が多くPru p 7の陽性率が高いことが明らかとなっていた。アレル
ギー診療において抗原の標準化は重要で、果物アレルゲンの場合リコンビナント抗原作成
が重要となる。そこで本研究では、本邦での重症モモアレルギー患者の診断法確立をめざ
し、モモアレルギー患者血清を用いて純化Pru p 7（nPru p 7）に対する感作状況を調べる
とともに、大腸菌や酵母発現系を用いたリコンビナントPru p 7の有用性について解析し
た。モモアレルギー患者27人中、nPru p 7に対するIgE抗体価は口腔症状群に比べ全身症
状群で有意に高値を示した。さらに、大腸菌、酵母発現系でそれぞれerPru p 7、prPru p 
7の発現に成功し、これら発現蛋白を用いてモモ全身症状群の血清を解析した結果、酵母
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